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火山爆愛活動と火山微動，地震との関係

理事博士 佐 々 定

火IJJ活動の旺盛な時期には屡z火山地震が起るごと，更に進んで火山大爆護，殊に永年

休止した後に起る大爆設の前には，地震が頻註して火山自身が爆龍之と諜告して呉れる場合

もあること等は，太古から活火山地域の住民にはよく知られてゐたことである。今世紀の

初めに地震計が地震研冗に使川されるやうになり，地震皐者が長初に目をつけたのは，こ

の前震による火山爆護探知の問題であつに。従って色々の火山に就いて数多くの観測報告

がある。有珠山，棲島，ターJレ火山の長近の大爆装の際には地震の頻度が極大に蓮して後

減少し初めて一日か或絃，Llo:日の後に辰初の爆設が起ったと U吐、興味ある事賓が報告されて

ゐる、然るに一方爆蛮の規模が前三火山のそれに比して小さい様な場合，殊に爆護が屡 E

繰返されるやうな場合には，一般に地震と爆震との聞の関係が酪り明瞭でなく，地震で爆

輩開始の11，予を故知jすることは困難であったυ

火山微動の観測も多くの火山に就いてなされ，夫れは火山爆護活動の結果として起るも

のとー・m'~1こはどーへられ仁 l 従って火山爆護活動旺盛な時に微動振幅も亦大であるものとど一

へられてゐナニ。

然し側めて一般的に考へて，火山爆震とは火山地下に永年の聞に極く徐々にkって来?こ

爆麓物質とザ)Jとを極力て甥U、時間の聞に火口から外部に放出する現象である」従って火

山現象が物flg的に叉は化事的に，どのやうな経過を採るにしても，ごく徐々に物質や努力

が集積して来る状態から，爆殺とし・ふ士く短時間にたI_~~~)1:'外部に放出する賦態に.突然ピ
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火山爆自主活動と火山微動地伎との闘係

ヨンと飛躍するものとは，c他の類似な自然現象の観測結果から類推して〉どうも考~難い。

必歩其の聞に過渡的な割合急建に物質と勢力が移動する航態があるに蓮ひなし九行し事宜

その過渡的賦態がイ長在するならば，物質や勢力が念濯に移動する痛には嘗然火山微動が起

る筈であり，時に火山地袋所謂前震も起る筈である。かくして火山爆設は火山自身によっ

τ，火山微動及び地震に依うて諜告される筈のものであると云ふ考へを脱に持って，故志

田博士の創設にかミる京大阿蘇火LIJ研究所で，特に其の鴛めに考案製作しすこ微動計密使っ

て火山爆費の例究与を始めfニ 昭和 4 年以来1O {1二 5 月主に観測しí~Hニ事賓に，いくらかの 'J，J

祭り日へて光年以単製部紀要官記載したが今其の一部に昨年末迄の観測結果を附加して

以 1'.にたsべようと思ふ。

火山微動の振幅容をftと火I11活動の消長とぞ比較する震には，活動の消長ぞなんとかして

量で表はすのが便利である 先づ活動航況の観測には次の方法ぞ採った。火山研究所は中

岳火口西方約 7行のー小丘 1:~二あって，草千里積火口西壁に遮られ， ~IJ 岳火口壁ぞ望見す

ることは出来ないが，噴煙火口壁上約2司O米以上l二騰るときじは望見することが出来るか

ら，頭ぞ上れば，嫌でも山の噴煙が自につく位置に机そ出へ，前以て其位置からの透視地

形の記入しである観測帳に，噴煙の高さ，形，色等を日日鍛回スクッチし，鳴動，臭気，

雲量， Jえ向等の事項を記入しず二。倫ほ柏¥態化の著しい時には，寝具を撮り，特に活動旺

盛な時には直ちに山仁枝って，火口の航況や調べた かくして得ナこ観測から，活動の強弱

径十毅階級に匝分して，活動の市長な表はす曲線えと車:く。昭和 4年5月Jくから 11月末まで

の学年聞に，出 1種微動娠中高に 4つの大きな挫化が削iJtlJされた ν 之に封廃して， 6月23日，

7月3)日から 8月3日まで， 9月14日， 11月 6，7 日に各 t最盛に淫して，火石を火口附近

に飛散しすこ， 4回の活動旺盛明が観測されに 然も 4回共爆護活動開始前 1週間か或は夫

れより前に，第 l稜微動振幅急に増大し始め，騨.て樹大に達して暫く其値を保ち後減少に

向ふに至り，初めて最初の爆護起り，其後爆韓日賞煙相鏑いで起つに。この爆護噴煙活動の

旺盛な聞は，微動振幅は慨して微小である。 この聞係は丁度先人的観測にかミる有珠山，

棲日， ター Jレ火111爆費時に於ける両il震と爆護活動との開係に， ;j:1l似て1I佐この場合には地震

のft りに~~ 1 種微動が米仁るへき活動朗を疎告したものと見るべく， 高íl に~べfこ吾々の疎

想と一致してゐる。

1) )j~)~J虫学部紀要人 18 (ln;;) pp. :'>;:;;)-2 ¥J3 ， ln (l()日1;) pp. 11-5;; 
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火山爆援活動と火山微動地震との関係

殊に昭和 5年9月4日から 9日に至る第四火口の一小爆護活動期に於ける第-，第二種

川ル!1'，，1 九〈L

火山微動の観測結果(第 a

圃〉によって，火山爆設が

岡安5

どのやうな経過を辿って起

るかは大韓掴むことが出来
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併し乍ら f~ìほ各種微動の

性質について多くの疑問が
頒鷹

叉ウヰーへ Jレl、水小残り，

動地震計の零鈷盤位から爆

護前後に相官顕著な地盤傾J川~
，舌動猷況
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が，其の観測値の正確度等に就いて多くの疑問が残つに。究の爆護活動期は若し統計の示

太陽黒勤良少期に来るものとすれば，昭和 7年頃から初る筈と考へ，其の聞にす通りに，

新に短週明微動計 Sn型(最大倍率約2寓)3喜微動計 GA型， 3成分(最大倍卒 2800)ぞ

考案製作して，休止期に於ける微動の性質を調べて後，突の活動を迎へる?こめ注績観測を?

初めに。叉特殊傾斜計家が旗算関係で急遁に完成されない事情にあったので，止むを得十

{毘りにレボイ Jレパシュウヰヅツ型傾斜計沿火山研究所地ド室に据置したυ かくて共の活動

待つこと僅かに 60鶴を迎へる矯めの綿ての準備が一整ふ?このは昭和 7年6月末のことで，

昭和 7，8年の未曾有の大爆護活動朋が*て，9 月 4 日のJ，f~ 1火口l噴煙必口火として，
，
 

口
H

幸ひに始めて始んとう己全に諸種の観測値ぞ摘むことが出来た。
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火山爆護活動と火山微動地震との関係

第 2闘に昭和 7年 7月 1日から笠 8年12月31日に至る約 1年 6ナ月閣の第 1，第 2，第

ν示、イ Jレ司'J傾斜計振子の日日平均位置，阿火IIJ表而活動朕況，3種微動振幅 1[] '1:均値，

蘇火山地震回数， 3E1i昆気歴の日平均値，及び雨量を示した、闘中矢印は各ミ爆輩群開始の

時を示す。(微動振幅受化と表面活動との比較には第 1圃の様に匁l寺卒均値ぞ示すと向ほ

明瞭であるが，夫等は大韓第 1園の例t二等しいカ、らここでは 1年 4ク月に捗る一大活動期

聞の経過そ一目瞭然にする錆め 1日平均値ぞ示しすこ。)

示三時
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に出現回数極小にて匂時

冬期に極大にて

i:j;'I，¥' 4， 5固とい，i、季節的

盤化 JJ:示すのみであつ

2 ク年聞の火山表面活動

な受化なく唯健かに夏期

前週昭和 51，'p9月 5ー

8日の第 4火口爆護後満

鎮静期には第 1極微動の

娠幅出現回数に何等特別

火山爆輩の経過並に其

る筈である。以下簡輩に

無限の意味が示されてゐ

れ，作曲線のー 1:ー fに

機構は皆この固に含ま

この固から読み得たとこ

ろ毛主連ベる。

2，3回，

た。昭和 71，'f5月微動計

GA型完成し，観測や開始するに，第 2種微動平均遡矧が 5月には 4.08秒のもの 6月には

4.21秒に， 7月には 4.34秒， 8月には 5.84秒じとー犬山に増加lしれ泉溜内に爆護勢力と物

質の準備されて行くれ政やノ1;しfニυ 向ほ其の遡l閉が昭平日 5.:，;.9月の爆をあl寺の 4砂にiヒ岐し

て活かじ長いことから央じ米たるべき爆護活動のよ比十日リ)山大なことを旗想、させfこ"
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火山爆致活動 k火山微動地震との関係

8 月末に至り部 l 極微動振I~浜市現制度及ひ‘一波町の波数急に増加し初め， 8月25日には

卒均振幅 0.151tクロンに達したもの，後減少して 9月4日には 0.03tクロンになった。

この日午前11時30分第 1火口から満 2年間の鎮静を破って，極めて静かに音もなく黒煙を

噴出し初めずこに之が今期大活動期の口火であつに。 ßf~2 種微動叉黒煙噴出前に振幅増大，

極大値や暫く保ち，やがて減少に向って，噴煙開始といふ111日序金保つにことは，第 1圃の

例に等しいが，噴煙旺盛，休止と経過しでも第 2種微宙局辰幅は盆ミ減少することなく一定

値を{呆っか，むしろ僅かに増加の傾向さへある票I~が第 1 固の例に異なり，之は疑ひもなく

将来，より大なる爆護活ー動の向ほ準備されつつあること冷示すものであるo 9月 10，11両

日の黒煙噴出活動の後柏\鎮静脈態ぞ績けたがII 月 7 口~~ 1火口内新火口から黒煙大噴出

始札究第に勢を加へ， 11月19日には小火石毛並黒煙中に泊じ初め， 11月2';rl午前 7時には

第 1火口内中央の新孔から柏¥多量の火石ぞ噴出する様になっすこ。この療に火山表面活動

は階段的に次第究第に旺盛になってうktこのに針廃して，第1，完:2種微動は各 E 其の固有の

経過11!Pち微動振幅増大，極大値暫時保持，減少開仇ヲ:の爆護群の爆護開始といふ経過ケ

辿った。向叉第 2種微動は各爆設群の勢力最盛期を過ぎても，振幅減・少に向はすう時には

むしろ僅かに増加して，より大きな爆護活動の近づきつつあることを示しに

12月3日にjffわ第 2種微動出現同数急に増し初め 6日からは濯に述韻して記録される様

になり，振幅も頓みに増大しすこ J 第 1種微動亦12月2日に 0.3tクロンのものが急増して

6 日には極大 0.78ミクロンに濯し，勝て減少に向ひ雪翌日には O目64tクロンになったc こ

のi1午後 211寺第 1火口大爆産して，大小熔岩塊片 300米の高きに飛散しすこ。 後爆護相続

払爆護毎に尖ごわ二勢加はり， 17，18，19の3日間に最も旺盛て，重さ約 l噸程度の赤熱の

熔岩塊が火11壁を越えて 300米の;毒きに濯した。 18 日午後7時 30分の爆穫は殊の外激し

く，矯めに益山者甥名怪我しすこが，こじり爆護地震の最大振l隔は火山研究所に於て 0.65i:ク

ロンであつに。 19日に筆者が第 1火口西樫 1:に立って火口内与を望見しに時，第 1火口底の

ほ Y中央の火口坑頭に白赤熱の熔融熔岩がプカリプカリと約 l秒f立の週期で盛り上り沈み

下りぞ繰返し乍ら， 5， 6分，時に 2，30秒毎に盛り j二りが特に大いなと思ふと数ト個の熔

岩塊片が傑り大くない爆音と共に吹き飛ばされ，其の一部分は火口壁沿越えて， 7.)(卒距離

300米の火口原に落ちに。

l..~の様に大爆護が頻に繰返され多量の爆琵物質並に勢力えと外部に放出したにも拘らすー

(219 ) 



火山爆後活動と火rll微動地震との関係

各種微動挺幅は些かも減少せすでして，去rrって増大し爆費出量J}ll~';併~!¥fJにも向ほ州大値ft'1ネ

つに 12月28日にオそり漸く第 2種微弱バ則自急減し初d)，翌(Iミ1月2[)には約'1三減して 3.5

tクロンになったL 第 l種微動振l隔は前者より稿、t 後れて12月31日に急減し初めた。高，iiに

しばしば述ベア:例l二従へばこの政な微動振隔の愛化には必す大爆護群が之にtf.t臆して起る

筈であるのに拘らすう この場合に限って， 12月20日から衰へ初めた爆護活動は究第尖第に

其爆護団霊安，熔計塊数量，火石飛散距離皆減少の一迭を辿仇翌年始めには迭に全く火石

の噴出することなし膿て次砂の噴出さえ止み全く休止の賦態になった)かくこの場合は

前illの諸例と全く:異なる経過を採り， 一見吾吾の考へfこ火山爆設の機構と矛盾するかに思

はれるが，後蓮の如く然らす‘してこの場合には火山爆護活動))代りに火山地震の大活動が

やって*tこので‘ある。@!lち12月25日から阿蘇火山地域内に震源のある地震回数が急に増加

し初め， 1 日は 1日と護震回数増し， 翌年 1月7日以後は日日平均20回を数へ， 14日に至

りでは 1日に89凹の地震な火山研究所のウヰーへん地震計が記録して傾大に達した。(この

日地震計脱針時に逸しに地震回数与を加算するならば恐らく 120にも達したであらうん其後
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火111爆後i活動と火111微動地伐との関係

笠2月初めまで日日 2ぷ}恒!の地震が記録されたが 2月中旬から漸く地震の同数が減少しわj

めた。一方第 1，第 2種微動振幅はこの地震群費生後一ー時同小値に落ち若いてゐたが l月

中旬から再び徐々に培しわJめに。 1月末再む急減して， 1月27日午後2時に月蝕の鎮静を

破って第 1火口爆琵火石を 300米の遠きまで噴出し仁。其後第 1火口は勢力支へることな

く(Hi問躍度の爆輩を 2月末まで日日繰返した。 1月30日じ第 1積微動娠幅 0.5lクロン

から 2.6i.クロンに，第 2種徴動振幅 4i.クロンから 10i.クロンに急増し暫く其値を保

ってゐfこが， 2月10日に急減して，笠11日第 2火口初めて火口底から約 4米の高さに泌を

吹きJ二け，長年の鎮静を破って活動期に這入ったことを示し?こち間もなく永年湛えてゐナこ

第 2火口底の池水乾札 15日午後 7時には迭に多量の黒煙を噴出し初めた。第 1，第 2種微

軍制辰l隔2月11日にうL急増し7こが間もなく減わ初めて前者は21日に極少に達し，後者は23日

に極小に濯しすこu この日午後から第 2火口念濯に勢を加へ，騰で火石ぞ噴出するに至り，

盆s勢ぞ加へて24日から 3月4日に至る 9日間の未曾有の大爆護活動期に這込っすこc この

大爆護時に於ける微動振幅は飛離れて非常に大い矯めにあ 2岡に他の小爆謹群に封すろも

のと同一スクーJレでJEぐことが困難であるし，且叉幾分詳細に逢べる必要もあるから第 3

闘に第 1，第 2種微動持簿平均振幅，週期，傾斜計振子の位置並にクキーへ Jレ上下動地震計
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第 4 岡 に記録されに各爆音長大振幅の毎時綿和を示しに。爆音

記録最大振幅(A)は其の爆輩に依って飛散し仁熔岩塊の

最大水平距離(D)に第4闘に示されてゐる様に比例する

が故に，爆音記録lil大娠幅匂G:I寺綿、和Jを以て各時間内に於

ける火山爆護勢力の強弱ぞ量的に示すものと見ることが

I.B.?kる。

23日午後から急速に弥阻んになり，勝て火fiを噴出し

.初~ }_) jこ第 2 火口は24 日の早暁から爆苛i~ く爆護栴1績いて

起ったが，熔山塊 2JO米以上に飛ぶもの其の数多くはなかった。笠25日lこ至 (J柏¥勢加は

り.大小爆穫期りに起り時に火石 3i()米の蓮きに達するに至っすこ。然るに一方微動振幅は

一一 D
0 
:./00 100 000 800 lOOOm 

減少しないどころか却って24日午前 511寺27分から52分までの慌か25分間に第 l種微動振幅

は6i.クロンから23ì.クロょに，可~ 2種微動は Si.クロンから 34.Si.ク口 L に急増し，火

山研究所開所以来始めての大振*馬記録を胎し，盆ミ強大な爆護活動の近きそ示した。J，f~ 3 
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火山爆護活動と火山微動地震との関係

固に見る様に第 2種微動振幅は約半日この州大{直沿保って後減り初め，翌朝には17i:.クロ

ンに落ち， 27日主まt、其値を採り，再び急減して28日正午には 0.7tクロンになっfこo第

1種微動振幅は24日正午頃40tクロンの極大値に達し， 2日間同値を保ち， 26日I12から念

に減り初め28日正午には 7tクロ ンになっ7こ。之等微動振幅の大綾動に1針路して， 26日午

前 9時カ、ら俄然物凄い大爆護始まり，宣をさl()噸を超える j、焼行事li.旨 7-800米の遠きtこ飛し

た。霊27日:長も激しく重さ20噸に及ぶ熔岩塊ぞ屡 t 南方 600米の砂千里績に， 3噸程度の

ものは時に1000米の遠きまで飛ばした。 28日早践に到り第 2火口爆震の強さ及び頻度とも

に大いに衰退減少したが向'l重さ 10噸程度の熔れ塊冶稀には 400米， 1， 2噸程度のもの

は 800米の遠きまで飛ばす程度の爆穫が 3月3日まで屡t 繰返されずこ。第 2火口大爆震に

際しでも，特別に爆護勢力の増大ぞ示さなiJ・つf二第 1火口カ¥28日からZ!:に勢ひ加はり爆費

相績いて起り，重さ 1，2噸存度の熔れ塊そ 4--500米lこ，小熔山塊片は 1000米の遠ぎまで飛

ばす様になっfこ。之叉 3丹3日までu陪同程度の爆控訴動ぞ鏑()tニ。

第 3固に見る如く 28日から 3月2日までの 3n 間は第 ltí~ 2務微動振幅に相官t大きな艶

動はあるが卒均して大韓同一値を保ってゐ?こものが， 3 日に到って耐種微動振幅減少し初

め， 4日早践には雨種微動共に 3tクロシに減少し六 爆瑳勢力亦 4日に入り著しく衰へ，

同日夕刻の爆穫を最後としてこの未曾有の大爆護活動期は終りぞ;'dt，翌 5日には爆費全

くなく唯火口底及び其周|到の鮫面の噴出物から多量の白担!が立騰るのみで、あった。

以上今期大活動の皮切わ昭和 7年 9月 4[1の黒煙噴出に始って，霊 8年 3月5日の最盛

期な過ぎ終に老衰朋に這入らうとする時までの目立すl経過を述べて91Uこが此慮で一纏めにし

て夫等に含まれてゐるな誌に就いて考へて見るο9 月 4 日~~ 1火口が満 2ク年聞の鎮静そ

破って極めて静かではあるが黒煙噴出を開始する数日高~jに微動は，火山爆護物質と勢力が

充分蓄積されて爆護坑に向って念蓮に移動し初めたことを示す様な振l隔，週明の幾化与を見

せに。爾3101月末日まで 3ヶ月の聞に爆護活動は階段的に勢力を増したが，之に針癒して

微動振幅は各‘其固有の地化をなして，新しい活動明開始の時ぞ疎告しずこ。又第2種微動

は各爆護活動最盛期を過ぎても・振幅減少することなくむしろ僅かに増大して向l主将来より

大きな爆護活動期の3kることや示した。 11 月 Æ~火山下にヨih~( されずこ物質勢力が急速に堆

大し，各微動振l隔が急増したば7ン'りでなく，後に述べる慌l二火111研究所に於ける傾手伝十は

宛も火口附抵の地盤が隆7巴したと見るべき傾斜を記録し初め，夫れが日に日に盆 t念蓮に
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火山爆援活動主火山徴勤地震との関係

隆起して謹いに12月中旬の第 1火口大爆護となっ仁。

昭和 7年末に近づいて第 1，第 2種微動振幅急に減少し初めて一大爆護の開始を諜告し

てゐるかの如く見えたがこの時には爆護活動は来すして代りに火山地震群がやって*tこ。

この事置は計柴溜に接近する地域の歪が，之以上岩衆溜内叉は其近傍への火山物質と勢カ

の干帯容積に抵抗出3米l収4ない;賦伏態になつて，結局地震の型で

くの如き場合の破壊には必然的に物質と勢カとが震源に向うて移動する筈でで‘あるが放に岩

柴溜内及び其近1傍芳の塵力が解:徐徐せられ 3 矯めに爆護活動は衰へ，各種微動振幅は減少しずこ

のである。夫れは叉火山が現火口以外震源に新火口を見出しにと見てもよい

12月25日1))ら2月末日までに記録され?こ地震 1056回，其震源皆中岳西方地域にあっすこ

が，初め一通りこの地域内に地震が起って地殻内部は以前より遥かに高座に堪えることが

出来る様な朕態に準み其後備ほ火山物質と勢力が蓄積されるならば今度は再び弱所である

火口から爆裂の型で蓄積されたものぞ外部に放出する様になる筈で，之が丁度昭和 8年 1

月末の航態に相叫するのである。 向{;Ï盆ミ Itrf;i~ 量が増加する場合には今度は 2 つの遁， 1 

つは地震の型で，他の 1つは爆護の型で，消費する様な航態になる筈で之が 2月初IJY)のそ

れに相官してゐる。そ仙、で地殻が盆:高歴に唱え得る様な蹴態に達すると地震回数は減少

し，微動振l隔は増大し，爆護活動も旺盛になる筈で之が 2月中旬の賦態である。この賦態

e になれば将来起るべま爆護活動は地震費生直lijのものに比較して活ーかに激しきものであるこ

とが珠想されるのである。第 3闘に見る桜に火山研究所の傾斜計は 2月 19日カ、ら束 1:り

(火口附近隆起〉の傾斜を初め其後盆ミ同 !i向に傾~， 2月24日lf'-暁向きそ境へて西下りに

樽じて間もなく未曾有の大爆護開始， 26， 27日の長盛時には蓄積物質勢力の放出の結果火

口附近沈下術大に蓮し，其後徐々じ膏位置に&¥i.った。

3 月+日夕方の爆設を最後とし，夫以来3月9日午後 4時 9分の第 2火口の11佐1つの爆

震を除いては全く鎮静の賦態で月を越えに。

4月5日に至り第 J，第 2火口の爆護叉始まり， 6日， 9日と可成り勢ひ激しく繰返され

にがやがて再び休止した。其後5月4-8日， 5月 18-3フ日， 6月8-13日， 7月9-13日，

8月9-18日， 9月25-28日， 11月 1-2fJ， 12月2-5日， 12月 13日と 9回の爆瑳期が

締いにが，其活動努力はそ大々に階段的に衰退して，溶いに 12月 13 日の ~q 火 JJ爆設を最後

3) 本誌第 3巻， f干n披 pp.17-2;; 
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火山爆震活動と火山微動地震との関係

として今期昭和 7年 9月以来の大爆護活動期は一光休息しすこ。第 2圃に明かな如くこの10

回の爆護群に針臆する第 1，第 2種微動振幅態化は全く昭和 5年 9月の第 4火口爆設時の

それと規をーにし，善人の火山爆震の機構に闘する考察から嘗然強期せられナこ遁りであっ

た。印ち最初にお 2種微動娠幅増大し，極大値に達し，数日其値ぞ保って後急減し初め，

暫くして次の爆護群の最初の爆程起札噴火が績いてゐる聞は，般に微lI!fI振幅極小値t.e

保つ。第 1 種微動振幅の艶化も大韓同一であるが向，~細かに見ると，第 2 種微動娠l隔減少

し初めても前者は向，~増加え量縮け，爆琵の僅か前に到って初めて減少に向ふのである。

そ大に気象要素と爆殻との聞係に就いて一瞥ぞ輿へるならば，雨期には明に第 3，第 1種

微動振幅増大し，nn火i，r，-動亦旺盛になってゐる。之は火口坑内及ひ円柴溜内へ流れ込んi:

*及び灰砂に刺戟されて，内部爆瑳tj';旺んじなり噴火亦勢を加へるからである。尚ほ最近

の梶川弘二製土の研総こよめ，火山活動旺盛期には第九第 3，殊に第 2穏微動の振幅が

27日の週明.既ち地球に針する太陽自轄の週間で鐙化してゐることが確かめられた。向ほ

叉昭和8年 2月28日から 3月4日主での様に爆輩出動勢力が飽和の朕態にある場合には，

微動振!隔及ひ‘爆量日J到Iの強弱に明瞭な壬|三日週明が観測され，気歴の~呈日聖堂化さへ火山前動

に大きな影響を44へることぞ示したが，一般には気歴の影響は僻り明瞭でなく，気歴の高

U、時よりも低い時じより屡ミ

爆震が起ってゐる傾向が見ら

れるに渇きない。

Aム

ー組一一

。
γ 

第 5 岡

第三 4華街動卒 I!J I軍備

1暴君主 I由市首最大 1肩幅

気:鹿糠，~;

以上蓮ベて:来fこのは火山研

究所本所に於ける観測l値に就

いてであったが共に，現火口

西![1000米，今回の大爆琵

時には約 2P頓の熔岩塊が建物

の数米先まで落下した程，建

中何等遮ぎるものなく窓から

全火口壁を一望出来る位置に

建てられた本堂観測家に於け

17b 10'・'20 lO 柏 501ShOQ'可。 20 10 40 '0 ，9"00"'，0 ~O ~O 40 刊 20hOO'~

4) 日本拳術協合報告第14巻 pp.63-68.
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火1'1爆liZ活動正火山夜明地震正の関係

る微動及び爆殺の連鎖観iJ!lH立に就いて， ノヤJt一例lを採って辿へる 1 火山爆護は-爆投;Jr..

動中絶え間なく噴火冶繰返す場合少なく多くは成る不規則な聞な泣いてs 数回の爆護績~

又暫く休むといふ伐に小昨をなして起るのであるし第 5固に示しにものは第 3闘に見る刻!

く各種微百対副首傾小値に達した折に，山上本堂観測主にて観測した第 3種微動振幅の艶化

と一つ一つの爆瑳と与を比較しにもので，爆護の大きさを示すものとして，爆護地震及び音

波記録の最大振幅を以てしに。 3月4日午後 5時 1分42砂の第 1火口爆護の後，第 l第 2

火口共に休み時々少量の白煙の立騰るぞ見るのみ。午後:')i1寺13分第 3種微動記録され初め

急建に増大して 2J分の後には 3D(クロンで傾大値に達しすこ。 5時 45分 17秒に到り振幅

急減して 5tクロンに落ち， 2分 13秒を経て47分 3，)秒に第 l火11一小爆護，黒煙次砂を

噴出して後再び休止，振幅やがて増大， 59分には 50tクロンに達しすこが間もなく稿、ミ減

少して 20tクロンになり約 20分間この値を保った。このとき観測室前庚場に爆輩を見ょ

うと集って来fニ多くの人々が，約 1時間の聞に前述 47分 3)秒のー微小爆護を見f二百けで

意に満ナこない矯めか，筆者の制止の言葉冶無視して，タ閣を胃して火口へ準んf:。間もな

く6時 19分俄需振幅急減して，蛍時使用の 40倍地震計記録紙から全く影を潜め?ニ。火口

に準ん百人人のことを気遣ひ乍らも， p佐濁り観測してゐる筆者には施す術もない，イラ f

ラすること 6分にして，第 2火口大爆護大小の赤熱熔岩塊を ::no米の;重きまで噴出し，矯

に数人の傷者を出しì~:o 其後引き績き小爆護連護して頗る美麗であっすこ;ò~ 6時3ヨ分 3)秒

に到り休止し7:-0 6時33分に微動再び記録に現れ，最大 7tクロンに注しにが間もなく 6

時54分急減して記録祇から消えに。待つこと 6分， 7時 o'Iì-に Ji~ 2火口大爆麓起り，大小

の爆龍之に績く。

この場合には節 3種微動振幅殊の外大きく夫れのみ与を観測したが，昭和 8年 8月 17，18 

日の出 l火口爆護時に出 1， 5:í~ 2 稜微動に就いて~，j t~~の観測をなし全く相似の結果そ得

仁。剖ち爆護活動期の間， (その時には会極微引t~( ~N; (ム既に減少して附小f直にあるが)，

一つ一つの爆護叉は群をなして起る数個の爆設の群に到-しでも，各種微動iJN帽の量化は高ij

に屡 t}ιへ?二ところの時と大き 3のスナ-)レが温かに大きな爆護活動に到ーするせH:と全く

同一経過を辿るのであるo z.\~3 種微動が火口坑内地-i'ï~喝の擾富Li原に依って生成される部

分が優勢な場('i(こは其のJ長幅増化は第 l 種微動の夫れと似て '1~ る待てこの Wljは其場合にキlì

賞してゐる。
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火山爆護活動正火山愛勤地震Eの関係

この観測結果は非常に意義深いもので，爆護が連続して起つでも間欲的に起つでも，叉

時と大きさのスクーノレをどの様に採つでも火山噴火活動の消長と微動振l隔の挫化とは常に

相似た経過ぞ辿ることを示すものである。

(大きさのスクー Jレぞズツト大きく採って昭和 8年 2月24日から 3月4日までの最盛期の

爆輩fごりに自在つけ，微動振幅もこれに膝じて感度の悪い簡軍微動計(倍率40)に依る観

測のみそ使ふことにすれば，結局火山地震と 2月24日から 3月4日までの微動しか観測さ

れないことになり，爆琵前約 1ク月牛に地震活動最も盛であり，微重)Jf辰幅は一見宛かも爆

護活・動期に長大であるといふ結果になる。この場合にも地震出動勢カの竣化を微lliIJ振l隔の

型化の代りに採れば，噴火活動の消長との関係は t謹一般的法l{IJに従ふてやるのである。〉

以上述べて*tこ結果7)、ら火山爆瑳珠知の問題に閲して突の結論を得すこ。

火山爆穫は爆設の掘さが大きくとも，小さくとも時ーつの孤立しすこ爆笹で、も，或期間連

績して起る爆量群を採っても，何時も必す火山自身が微動によって其の開始ヰ佐藤告する。

倫或場合には微動の外に火山地震ぞ頻饗して其珠告に参興させ，向叉火.口附近の地盤傾斜

俊化をも爆設開始の環告に参政iさせる。従って吾々は遁嘗な微動，i1'及び傾斜計そ以て，各

種微動，地震，傾斜を観測し夫等の盤、化が示す;立誌を正しく読みさへすれば，火山の爆護

活動期開始の時，裁に爆震の犯さ，倫ほ進んでは爆種目!l)Jj則中_...-)・つの爆護又は群をな

して起る数個の爆護群の開始の時をも強め知ることが出来るので去る。

寝間山民近の爆設l二闘する水上理皐-1:の諸研究のうち，火111微動及び地盤傾斜に闘する

観iRrJf.古来も上述の結論そ裏書するものの践である。

5) 地震研究所業報 13(1935) pp. 629-(i.H， 790-800 
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